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東京都足立区立上沼田中学校 2015 年 9 月 11 日(金)

出張授業資料 14:30～ 15:20

一生勉強・一生青春

―これからの社会で求められる能力とは―

経済同友会 会員

林 明 夫

１．はじめに―私の好きなことば―

(１)「練習で泣いて試合で笑え」

(２)「ブルドッグ魂(たましい)」(食いついたら離すな)

(３)「一所懸命」(一つの所で命を懸けるくらい熱心にものごとに取り組もう)

(４)「会った人は、皆、友達」

(５)「目には遠いが心は近い」

(６)「練習は不可能を可能にする」

(７)「一生勉強、一生青春」

２．これからの社会とは何か、そこで求められる能力とは何か

(１)「知識社会」…………「知識・情報・技術を用いる能力」

(２)「グローバル社会」…「多様な集団で交流する能力」

(３)「課題山積社会」……「自律的に活動する能力」

＊「高い志(こころざし)」をもつこと、ものごとの「価値」(大切さ)、「意味」がわかること

３．仕事とは何か、何のために働くのか

(１)仕事とは、「お客様の問題を解決」すること―お客様のお役に立つこと―

お客様の問題を解決することで社会の問題を解決すること―社会のお役に立つこと―

(２)「生活できるだけの収入」を得ること

(３)仕事を通じて「よく生きる」こと、「自己実現」

４．仕事の楽しさ、厳しさ

(１)仕事をすることで、お客様のお役に立つこと、社会のお役に立つこと

(２)競争は厳しい…競争相手は外国や他の町にも

(３)「チームプレイ」(自分のポジションは自分で責任をもつ、メンバーを信頼する)

……一人でできないこともチームでならできること

５．学校での勉強は社会で役に立つのか

(１)すべての教科の勉強は上の学校で役立つ、社会でも役立つ

(２)学校の教科書や教材、ノートは捨てないで、すべて保存。時々、読み直すこと

(３)学校での教科外の教育活動も社会ですべて役立つ
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６．中学時代に身に着けておくべき力とは

(１)「主体的に学ぶ力」…自覚をもって学ぶこと、自分から進んで学ぶこと

(２)「学習の仕方」…予習の仕方・授業の受け方・復習の仕方・テストの受け方

①「読解力」…本を毎日読むこと、新聞を毎日読むこと

②「語彙(い)」…わからないことばがあったら「気持ちが悪い」と思い、辞書を引き調べること

③「定着力」…「音読練習」、「書き取り練習」、「計算・問題練習」

＊「予習」とは「よくわからないことをはっきりさせて授業に臨むために行うもの」

(３)「躾(しつけ)」

①美しい立居振舞い(たちいふるまい)……服装も大切

②敬語表現を含む言葉遣い(ことばづかい)…「です、ます調」で話せること

(４)「5S」
①「整理」(いらないものを捨てる) ― seiri
②「清掃」(きれいにそうじ) ― seisou
③「整頓」(ものは決まったところに置く) ― seiton
④「清潔」(①～③を保つ) ― seiketsu
⑤「躾」 自分から進んで行う ― shitsuke

(５)「自己管理能力」―健康第一「体力・気力」

７．おわりに

(１)中学校の同級生は「同窓生」、先生は「恩師」。少しずつでも友情を育もう。

(２)自分のよさ、家族のよさ、友人のよさ、学校のよさ、足立のよさ、東京のよさ、アジアのよさ

など、「よいところ」を少しずつ見つけて、尊いものとして認め、大切にしよう。

(３)「パソコン」と「英語」だけは、少しずつでも、きちんと身に着けよう。

＊できれば、英語以外にもう 1・2の外国語にも挑戦を

講師自己紹介：今やっている仕事や社会的活動

(１)開倫塾 塾長(栃木県、群馬県、茨城県の学習塾)。

＊一昨日来の、記録的大雨のための被災地域のほとんどに立地しています。

日光、鹿沼、宇都宮、佐野、栃木、小山，野木、古河，結城、八千代、筑西，下妻、

常総（石下、水海道）、守谷、石岡・・・・

(２)有朋高等学院 理事長(福島市の高校)

(３)宇都宮大学大学院工学研究科 客員教授

(４)特別養護老人ホーム清明苑 監事(足利市の介護施設)

(５)マニー株式会社 顧問(精密医療器機、宇都宮市、ハノイ、ヤンゴン、ビエンチャン)

(６)開倫ユネスコ協会 会長

(７)CRTラジオ栃木放送「林明夫の歩きながら考える」毎週土曜日 9:15～ 9:25、 29年目
(８)新聞や雑誌などへのコラム執筆

以上


